
（愛媛県立川之石高等学校）
　学校番号( 36 ）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
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グラデュエーション・ポリシーに
沿って生徒が成長していると感じる
教職員の割合、７割以上。 Ｃ

校訓「自学・誠実・審美」を軸
に、自己成長と郷土愛を深化さ
せ、目標達成度８割以上を全教職
員で実現していきたい。

重点努力目標及びマニフェストの数
値目標を踏まえた教育活動を実践す
る。 Ａ

ICT機器を活用しながら、各科・
課の連携を図り、円滑な学校経営
に努めたい。

地域と連携した交流活動を30回以上
実施する。
　Ａ：30回以上　Ｂ：29～25回
　Ｃ：24～20回　Ｄ：19～15回
　Ｅ：15回未満

Ａ

来年度以降も活動できるように予
算と時間の確保をしていきたい。

「産業社会と人間｣｢総合探究Ⅰ｣｢総
合探究Ⅱ」の学習活動を充実させ
る。

Ｃ
来年度も生徒自らが見つけた課題
に対し、解決するための探究学習
を実施したい。

目標の達成状況評価項目

令和７年度　自　　　己　　　評　　　価　　　表

重点努力目標達成への努力

地域と連携した教育活動の推
進と特色ある学校づくり

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

学
 
校
　
経
　
営

地域と連携した教育活動が様々な場
面で行われており、良好な教育活動
が実践できている。

グラデュエーション・ポリ
シーの達成

校訓を軸とした教育活動に、全教職
員の約７割が生徒の成長を実感でき
ている。今後は残りの約３割の教職
員と共通理解を深め、生徒の育成に
努めたい。

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

　　校訓の「自学・誠実・審美」を行動で示し、自分のためにも人のた
　めにも心と力を尽くす、次のような生徒を育てます。
　　(ｱ)　自分の夢と希望を持ち続け、自らを鍛えながら人生を切り拓こ
　　　　 うとするたくましさを持つ生徒
　　(ｲ)　何事にも丁寧に取り組み、自他を大切にして周りの人と力を合
　　　　 わせて生きることを楽しむ生徒
　　(ｳ)　自然や人間のすばらしさに気付き、暮らしの中で喜びを見出し
　　　　 感謝の気持ちを忘れない生徒
　　(ｴ)　社会の一員としてふるさとをより良いところにしようと努め、
　　　　 地域を愛し地域に愛される生徒

　 生徒一人ひとりの夢や希望を大切にし、幅広い進路選択ができるよう
 多彩な普通科目と専門科目を設け、実践的・体験的な学習を多く取り入
 れて、生徒の「生きる力」を大きく育てます。
　(ｱ)　夢実現のために好きなことを学びます。
　(ｲ)　「新しい私」を見つけて自己実現を目指します。
　(ｳ)　地域と連携しながら専門的な学習を深めます。
　(ｴ)　ボランティア活動等によって自分を磨きます。

総合探究Ⅱにおいて、地域と連携し
研究を進めている。農務課では、ド
ローン講習会、専門学校菓子作り講
座、小学生との農業交流など学校全
体で、総計30回以上実施した。

地域の方々や外部講師の協力を得
て、学習を充実させることができ
た。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

学習指導法（ティーム・ティーチン
グや少人数授業、習熟度別学習、
ICT機器の活用）の工夫と改善に努
め、生徒自ら学ぶ意欲を高める。

Ａ

引き続き、少人数講座による個別
指導の充実やICT機器を活用し、
より効果的な授業が行えるように
していきたい。

社会人講師を活用した特色ある授業
を推進する。（社会人講師活用授業
年間80時間以上）
　Ａ：80時間以上
　Ｂ：79～70時間
　Ｃ：69～60時間
　Ｄ：59～50時間
　Ｅ：50時間未満

Ａ

社会人を活用した授業を実施する
ことで、より専門的な知識・技術
の習得を含め、視野を広げ、学習
意欲の向上につなげていきたい。

教科会を定期的に開き、評価規準を
明確にし、評価に関する共通理解を
図る。
　Ａ：５回以上　Ｂ：４回
　Ｃ：３回　　　Ｄ：２回
　Ｅ：２回未満

Ｂ

教科会を通して、引き続き評価に
関する共通理解を図っていきた
い。

資格取得への意欲を持たせる。（資
格取得者延べ400名以上）
　Ａ：400名以上
　Ｂ：399～350名
　Ｃ：349～300名
　Ｄ：299～250名
　Ｅ：250名未満

Ｂ

１人でも多くの生徒が上位級に挑
戦できる教育環境を整備していき
たい。

１日の家庭学習時間を平均２時間以
上確保させ、学力の向上を目指す。
　Ａ：２時間以上
　Ｂ：１時間59分～１時間45分
　Ｃ：１時間44分～１時間30分
　Ｄ：１時間29分～１時間15分
　Ｅ：１時間15分未満

Ａ

今年度から考査期間中の調査に変
更した。普段の日についても、課
題を出したり、声掛けを行うなど
家庭学習時間の確保に努めていき
たい。

生
徒
指
導

皆勤率70％以上を目指す。
　Ａ：70％以上
　Ｂ：69～65％
　Ｃ：64～60％
　Ｄ：59～55％
　Ｅ：55％未満

Ｅ

基本的生活習慣を身に付けさせる
よう指導すると同時に、日頃から
体調を整え元気に登校できるよう
呼び掛けていきたい。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

適切な評価の工夫

資格取得の推進

指導方法の工夫・改善と分か
る授業の展開

資格試験を実施している教科は、国
語科・英語科・家庭科・商業科で、
資格取得者数は353名であった。

家庭学習の充実

全校生徒の１日の平均時間は、２時
間34分であった。年次別に見ると、
１年次が２時間19分、２年次が２時
間54分、３年次が２時間29分であっ
た。

教
科
指
導

評価項目 目標の達成状況

少人数講座によるきめ細かい授業や
電子黒板・一人一台端末などICT機
器を利用した授業ができている。

社会人講師を活用した授業の実施時
間数は80時間であった。社会人によ
る講義等の実施により、教育内容の
充実を図り視野を広げることができ
た。

教科によってばらつきはあるが、年
４～７回実施している。平均は4.5
回であった。

基本的生活習慣の確立

２学期末までの皆勤率
88人 / 217人　40.6%
１年次　26人
２年次　31人
３年次　31人



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

防災退避訓練では、人命第一の避難
と安否確認をすみやかに行う。 Ａ

けが人が出たことを想定するな
ど、実践的な訓練を行っていきた
い。

本人の不注意による交通事故発生件
数０件を目指す。
　Ａ：０件　　　Ｂ：１～５件
　Ｃ：６～10件  Ｄ：11～15件
　Ｅ：16件以上

Ｂ

引き続き、定期的な交通安全指導
を実施し交通事故防止に取り組む
と同時に、ＨＲ活動等を活用し、
交通安全意識の高揚を図りたい。

年
次

クラスの連帯感や生徒間の人間関係
の構築を促し、誰もが安心できる学
級づくりを目指す。(個人面談各学
期２回以上)
　Ａ：６回以上　 Ｂ：５回
　Ｃ：４回 　　　Ｄ：３回
　Ｅ：３回未満

Ａ

生徒が安心して学校生活を送るこ
とができるように、生徒の様子に
気を配り、必要に応じて面接を実
施していきたい。

学校行事満足度90％以上を目指す。
　Ａ：90％以上
　Ｂ：89～80％
　Ｃ：79～70％
　Ｄ：69～60％
　Ｅ：60％未満

Ａ

生徒が主体となって活動できるよ
う引き続き学校行事を盛り上げて
いきたい。

ボランティア活動認定者80名以上を
目指す。
　Ａ：80名以上
　Ｂ：79～70名
　Ｃ：69～50名
　Ｄ：49～40名
　Ｅ：40名未満

Ａ

引き続き、奉仕・福祉の心を育て
意識の高揚を図りたい。

部活動加入率90％以上を目指す。
　Ａ：90％以上
　Ｂ：89～80％
　Ｃ：79～70％
　Ｄ：69～60％
　Ｅ：60％未満

Ａ

部活動を通して、充実した学校生
活が送れるよう活発に取り組んで
いきたい。

生
　
徒
　
指
　
導

学校安全の推進

学校行事・生徒会活動等の活
性化

生徒・保護者の評価から４または５
の評価は約94％であり、高い評価を
いただいた。

部活動の活性化

1年次は98.6％、２年次は88.7％、3
年次は86.4%であり、全体で91％の
加入率であった。

特
別
活
動

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

体験的学習への意欲的取組

認定者は95名であり、ボランティア
活動に対する高い意識が伺える。

自転車を押していてつまづく１件
ペダルを踏み外し転倒１件
自転車で電柱に衝突１件
トラックと衝突１件
車と接触１件　　　　　計５件

全クラス６回以上の個人面談を実施
し、クラスの連帯感や人間関係の構
築を促すことができた。

ホームルーム経営の充実

評価項目 目標の達成状況

予告なしで詳細を知らせず実施した
が、迅速な避難をすることができ
た。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

県総体出場部活動数（運動部）80％
以上を目指す。
　Ａ：80％以上
　Ｂ：79～70％
　Ｃ：69～60％
　Ｄ：59～50％
　Ｅ：50％未満

Ａ

来年度から南予地区予選がなくな
るため、目標を違った形で設定し
ていきたい。

県高文祭出場部活動数(文化部）
80％以上を目指す。
　Ａ：80％以上
　Ｂ：79～70％
　Ｃ：69～60％
　Ｄ：59～50％
　Ｅ：50％未満

Ｂ

来年度から、合同（八幡浜・工
業・八幡浜・川之石）での活動に
ついて考慮しながらより多くの出
場者・出展数を増やしていきた
い。

生徒の進路実現において、進路決定
100％を目指す。
　Ａ：100％
　Ｂ：99～95％
　Ｃ：94～90％
　Ｄ：89～85％
　Ｅ：85％未満

Ｂ

チャレンジする生徒がいると評価
が下がるという数値設定の検討を
したい。

進路説明会やガイダンスなどで上級
学校や企業からの講師を積極的に招
き、進路に対する意識を高める。
参加する企業または学校の数が
　Ａ：50以上　　Ｂ：49～40
　Ｃ：39～30　　Ｄ：29～20
　Ｅ：20未満

Ａ

来年度は生徒数は減少するが、体
験的な活動は確保したい。

面接試験・小論文試験等における傾
向と対策を研究し、指導内容の充実
を図る。 Ａ

生徒の進路先に応じて、多くの教
員で指導に当たりたい。

進路情報の文書配布や広報活動を通
して、生徒・保護者に情報を提供す
る。 Ａ

資料の提示方法は工夫していきた
い。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

評価項目 目標の達成状況

11の部活動中10の部活動が出場を果
たした。

特
別
活
動

部活動の活性化
４つの部活動中３つの部活動が出場
または出展した。

進
路
指
導

生徒の進路実現の達成

現在、国公立大学の受験に備えてい
る生徒が２名いる。その他は進路先
を決定している。

ガイダンス機能の充実

６月の進路説明会、１月の合同説明
会の他に地元企業に対するインタ
ビューシップを開催した。そのため
参加する企業または学校数は66と
なった。

今年度は、四年制大学への進学希望
者が多かったが、それぞれの進路先
に向け、個別指導ができた。

情報提供の充実

学校に送られてくる資料について
は、配布、掲示を行った。求人票に
ついては２年次生から閲覧可能とし
た。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策
人
権
・
同
教

人権・同和教育ホームルーム活動や
講演会、「人権だより」などを通し
て人権尊重の意識高揚を図る。 Ｃ

ホームルーム活動や「人権だよ
り」発行のほか、人権意識の高揚
をめざす活動を継続して取り組み
たい。

「教育相談だより」を年４回以上発
行し、生徒及び保護者への相談体制
の周知を図る。
　Ａ：４回以上　Ｂ：３回
　Ｃ：２回　　　Ｄ：１回
　Ｅ：０回

Ｂ

発行の時期を年度当初に打ち合わ
せて決めておく。１年次生全員と
の面談にはかなり効果を感じたの
で、来年度も継続したい。（新
２・３年次生の個人面談を実施予
定）

生徒一人一人の実態把握に努め、個
に応じた支援の充実を図る。 Ｃ

支援学校のセンター的機能を積極
的に利用したい。

情報セキュリティに関する研修又は
情報提供を年間５回以上行い、適切
な利用の促進を図る。
　Ａ：５回以上　Ｂ：４回
　Ｃ：３回　　　Ｄ：２回
　Ｅ：１回

Ａ

今年度同様の実施ができるよう計
画したい。

ホームページに年間200以上の記事
をあげ、魅力あるホームページの作
成に努める。
　Ａ：200以上　　Ｂ：199～180
　Ｃ：179～160　 Ｄ：159～140
　Ｅ：140未満

Ｂ

総体予選や１年次の活動がなくな
るため、さらに減ると思われる
が、今年度同様のペースで更新し
ていきたい。

研修会又は情報提供を年間８回実施
し、相互研修に努め指導力の向上を
図る。
　Ａ：８回以上　　Ｂ：７回
　Ｃ：６回　　　　Ｄ：５回
　Ｅ：５回未満

Ａ

業務削減のための生成AIに関する
WSだけでなく、授業に取り入れる
提案も行っていきたい。

業
務
改
善

業務の効率化により時間を有効活用
することで、教職員間でのコミュニ
ケーションを促進し、心理的、身体
的負担の軽減を図る。 Ａ

校務支援システムの利用により情
報共有の時間短縮、報告業務の簡
略化等によりコミュニケーション
の機会を増加させ心理的負担の軽
減を図りたい。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

人権啓発の推進

職場環境の改善

ペーパーレス化の推進、行事・会議
の実施内容の精選を行う等の、時間
の有効活用に向けた取り組みによ
り、日常的な教職員同士の情報共有
がスムーズになり、心理的・身体的
なゆとりが生まれた。

評価項目

校内研修の充実

校内研究授業および授業研究会８回
(基礎研修を含む)、教育実習生の研
修・研究授業および授業研究会、
ICTを利用した授業改善についての
WS、思考力を育成する授業について
のWS、人・同、教相、生徒指導に係
る研修会を実施した。

教
育
相
談

教育相談体制の充実

生徒のニーズの把握と支援

校内ＬＡＮ及びコンピュータ
の適切な利用促進

情
報
・
図
書
・
研
修

教職員の協力のもと、実態把握はで
きた。支援は継続してよりよい方法
を探す必要がある。

目標の４回の発行にはいたらなかっ
たが、内容はその時期に起こった問
題を取り上げた。４月には準SCが新
入生全員への面談を行い、その後も
担任と連携し必要な生徒は面談を継
続した。

２学期中旬までに５回実施した。早
い段階で啓発ができた。

ホームページの充実

3/11(水)現在で183回の更新
部活動(特に運動部)の大会参加が
減ったのが原因の一つと考える。開
校日数が190日あまりであることを
考えると必要十分な更新回数である
と考える。

人権委員会を中心に、人権問題への
理解を深め、ホームルーム活動など
で学習に意欲的に取り組む様子がみ
られた。

目標の達成状況


